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第 19回山形電気生理研究会抄録
Abstracts of the 19th Meeting of Yamagata
Electrophysiological Research Group
平成１5年１月１７日 （金）　山形大学医学部第４講義室
一般演題　座長 ：青柳　優 （山形大学医学部耳鼻咽喉科学講座）
１．パーキンソン病経頭蓋磁気刺激治療効果の電気生理学的評価　
　　　黒川克朗（山形大学医学部内科学第三講座）
　【目的】パーキンソン病患者への磁気治療による収縮時運動閾値
および silent period（SP）の変化を検討する。【対象・方法】磁気
刺激治療を受けたパーキンソン病患者７名を L-dopa製剤内服状態
で評価した。磁気刺激は円形コイルを用い、頭頂部に0.7kVの強度
で計60回の刺激を週１回施行した。磁気刺激開始前、４週間の偽刺
激終了後、その後４週間の実刺激終了後に測定した。円形コイルで
足の運動野を刺激し、収縮時運動閾値および SPを測定した。【結
果】磁気刺激治療前後で収縮時運動閾値および SPの変化は認めな
かった。また臨床症状との相関も認めなかった。【考察】運動閾値
およびSPが変化しなかった理由として、足底筋のSPは脊髄由来の
早期成分が主であり、磁気刺激の影響を受けにくかった可能性が考
えられる。また今回は L-dopa製剤内服状態でのみの評価であるた
め、今後 L-dopa製剤非服用状態での評価も必要である。
２．パーキンソン病に対する経頭蓋磁気刺激治療の有効性と安全性
　 についての研究
木村英紀，栗村正之，黒川克朗，荒若繁樹，和田学，川並透、
栗田啓司，加藤丈夫（山形大学医学部内科学第三講座）
　パーキンソン病患者12人を対象とした。磁気刺激治療は週１回行
い４週を１クールとした。偽刺激による治療を１クール、実刺激に
よる治療を１クール施行した。開始前、偽刺激後、実刺激後に、
Unified Parkinson's Disease Rating Scale (UPDRS)、modified 
Hoehn & Yahr Stage等により臨床評価を行った。同時に精神機能
の評価、脳 SPECTによる脳血流量、脳脊髄液中モノアミン代謝産
物と神経特異的エノラーゼの測定を行った。UPDRSの運動項目の
評価は服薬や磁気刺激治療の状態を盲検化したビデオを神経内科専
門医が視聴し行なった。UPDRSは開始前48.45±12.36/53.55±
19.93、偽刺激後43.58±12.33/48.78±14.32、実刺激後40.15±
11.99/44.29±15.40であった (服薬時  /  休薬時 )。いずれの状態で
も実刺激での UPDRSの有意の改善があった。精神機能、脳血流
量、髄液中の物質は有意な変動を認めなかった。経頭蓋磁気刺激治
療はパーキンソン病の症状改善効果が期待でき、かつ安全な治療法
と考えられた。
３．通常型心房粗動における粗動波間隔の変動
　－ A-wave alternans と発作性心房細動の関係について－
橘英忠，二藤部丈司，渡邉哲，広野摂，野崎直樹，福井昭男，
竹石恭知，久保田功（山形大学医学部内科学第一講座）
　【背景】通常型心房粗動（AFL）における粗動波間隔（AA間隔） の
変動は知られているが、臨床的意義は明かでない。今回 AA間隔の
交互脈（A-wave alternans）と発作性心房細動（pAF）との関係につ
いて検討した。【方法】14 例の AFL 患者を対象とし、pAF 既往群
（pAF group，９例）、pAF 非既往群（non-pAF group, ５例）の２群
に分けた。AA間隔は低位外側右房にて30 秒記録し、A-wave 
alternans は AA間隔について高速フーリエ変換を行い、0.5 
cycle/beat における値の平方根で表した。【結果】A-wave alternans 
はpAF group において、non-pAF group に比して有意に高値であっ
た（51.0±34.8 vs．15.0±12.0 msec，p＜0.05）。【結論】 A-wave 
alternansはpAFの既往と深い関係がみられ、今後 common AFL に
対するカテーテル焼灼術後の pAF発生予測因子として期待される。
４．ヒト橈側手根伸筋と円回内筋の間にみられる促通の機能的意義
小林真司，高木理彰，佐々木健，荻野利彦，藤井浩美＊，
佐藤寿晃＊，内藤輝＊，鈴木克彦＊＊，篠崎克洋＊＊＊（山形大学医学
部附属病院リハビリテーション部、＊同解剖学第一講座、＊＊同
看護学科基礎看護学講座、＊＊＊県立日本海病院麻酔科）
　【目的】ヒト橈側手根伸筋（ECR）と円回内筋（PT）の間の促通性
結合の機能的意義の検討を目的に筋電図と電気刺激による解析を
行った。【対象と方法】健常者11名（男８名、女性３名、 20－40
歳）を対象とした。筋電図による解析では、静的および動的な手関
節背屈運動における ECRと PTの筋電図を記録した。電気刺激で
は、刺激によるECRとPTの収縮で手関節と前腕に誘発される動作
を観察した。【結果と考察】筋電図による解析から、前腕回内位に
おける静的および動的な背屈運動で11名全員に ECRと PTが共収
縮することが示され、このような共収縮のみられる局面で促通が働
くことが推定された。電気刺激では、ECRの収縮では背屈と回外、
PTの収縮では回内が誘発され、両者の同時収縮ではじめて背屈だ
けの誘発が可能となることが示され、促通の機能的意義のひとつと
して手関節背屈時の前腕の固定が考えられた。
特別講演　座長 ：加藤宏司 （山形大学医学部生理学第二講座）
 　心拍、呼吸、筋運動リズム間の協調とゆらぎ
　　　新関久一（山形大学工学部応用生命システム工学科）　
　生体リズム間の協調関係を定量的に評価する手法として
synchrogramおよび Shannonエントロピーに基づく Cross Mutual 
Information（CMI）を提案し、ヒト歩行運動時の心拍、呼吸、筋活動
間の協調様式の推定に応用した。また、心拍－筋運動リズム間の位
相同期現象（CLS）が生ずるメカニズムを明らかにするために心拍
リズムの筋活動に対する位相依存特性を解析した。CLS時には心
拍リズムと歩行リズム間の CMIが高くなり協調が強化された。ま
た心拍リズムゆらぎは減弱し、心拍－呼吸リズム間の CMIは低下
した。心拍－呼吸リズム間は相互作用しあうこと、歩行リズムは心
拍リズムに対して影響を及ぼすが、心拍リズムから歩行リズムへの
影響は非常に弱く単方向性であると結論した。heartbeatsの筋活動
周期に対する出現位相は筋収縮相を避ける時相に集中することが示
唆された。CLSは筋活動が心周期の拡張期に生ずると心拍が位相
遅れを示すことで理論的に説明可能であり、そのメカニズムとして
迷走神経を抑制するような筋からの反射機構が推定された。
